
八甲田山における自然景観とその成因

後藤忠志

I はじめに

景観は種々の構成要素が複雑に絡み合って構成されている。だから，ある地域の景観の成り立ち

を明らかにするためには，多くの構成要素の相互関係を総合的に分析する必要がある。

ここでは景観の中でも山岳地域の景観をとり上げるが，山岳景観を対象とした研究は従来，主に

本州中部山岳地域を中心としてしか行なわれず，かつ人的要素についての言及は少なかった(渡辺

1986，吉岡 n 金子 1962，普照・牧田 1981)。

そこで，本研究では八甲田山の海抜1，000m以高における景観の成因を明らかにすることを目的

とし，特に本地域において顕著な，登山客の景観形成への関与についても若干の分析を試みた。景

観は様々なとらえ方ができるが，乙乙では植生による地表面の被覆状態によって識別した。

II 調査地域概観

第 1図にも示されている通り，

主に標高1，000mの等高線で、固まれた

部分である。本調査地域では通年

の気象観測は行なわれていないが，

大岳の西南西約 1Kmfこある酸ケ湯

温泉における平年値を示すと以下

のようになる。年平均気温4.5C， 

年峰水量2，488 mm，最大積雪深3

月上旬の 390cm，温量指数=44.5

℃・月となっている。

次に植生の概要について述べる。

標高約 1，000mをはさみ，それ以

下ではプナ林を中心とする落葉広

葉樹林が分布しているのに対し，

1，000 m以高ではアオモリトドマ

ツ林を主とする針葉樹林となって 第|図.調査地域概念図

おり，約 1，450mより上部では，ハイマツなどの非森林植物群落が出現する。
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第 2図.

III 研究万法

空中写真判読と既存資料の検討，

とした。

(1) 自黙的要素に関する謁査方法

と構成要素との関係

地形菌上での作業を本研究におけ

はじめに，空中写真判読と現地調査iこより柑観的植生図(縮尺 2万 5千分のけ

判別した植生は，第2図の各景観単故に硫知孔原植物を加えた 11種である。

した。

次に，との植生図に5mm間隔(実長 125m)の方眼メッシュをかけ，メッジュの交点において，

傾斜，斜面方位，斜面形と現地観察から明らかとなった消雪時期のs項自営抗がこっ
た。交点総数は約千点である。
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(知人的要議に関する調査方法

景観形成に対する人的要素の現出形態弘 ζこでは大岳安中心とした各山頂部における裸地拡大

にしぼって分析する乙ととした。

まず，空中写真半IJ設と現地調査によ 1)，1ヲ48年，日67年，1970年， 1982年， 1987年の年次号IJ探

l-- を五十ifflJし。これによけ J.- 求めた(第 3毘，第 4関、i

次に，線地形成やその変化と登山客の動態との関保を求めるため，北八申岡地域への観光客数を

1963年から年次期に計出した。また，八甲毘ロープウェイの月期平均輸送人員も算出した。

そして，登山容の動きと操地拡大との関係を知るために，実際に現地で笠山客の動態省三観繋した

(第5関)。 ζれと併符して登山コースの開き取り調夜も行なった。さらに建築物構築による自然

景観への影響接調べるた私八申出口…プウぷイ山原駅潤辺の気象観織も試みた。以上の現地調査

は1987年4月から 11月にかけて行なった。

W 吾小 を補成する自然的要素

2図は，先に述べたメッシュを用いて得られた桔観的な景観単位と自黙的要素との対応関係で

ある。 ζれをみると本調査地域における景観と自然的要素との対応、関部は多従来の研究結果〈吉岡

・金子 1962，普按・牧田 1981 )と全体的には調和的額向を示しているのがわかる。さらι，

今回新たに求めた斜面形や消雪時期と景観との対応、関穏では以下のような点が着臼される。

(1)斜面影

アオモリトドマツ林では車線形斜面，ダケカンパ林・

ハイマツ低木林は凸形斜面に各々卓越してみら机る乙と。

(2) 損雪時期

ハイマツ低木林と裸地の過半数は4月208までに，ブナ林・混交低木幹・磁原はヰ月 208から

植物群落*裸地では問形斜語，

5月 15自までに，アオモリトドマツ林は5月 15日から8丹15日までに，ダケカンバ林・

物群落では6月 15日から 7月 19日までに，各々消雪ずるものが大半を占めるとと。

とのように，斜面形や消習時期も景観とある程度の対応関保を持っている可能強を見い出すζ と

ができた。

V 景観改変と人

(1) 裸地面積の革大

景観形成ι対する人的要素は様々な形であらむれるが，こ ζで拡大岳を中心とした各山頂部にお

ける接地拡大さと例に考察をすすめる。とれらの裸端は人の鑑み付けによって拡大したと考えられ，

第2次世界大戦以前は，比較的小規模であったが，近年著しく拡大している。

3留に示したAから Iまでの各操地の1848年，1967年， 1970私 1976年，1982年の函犠を年次

却に窓中写真を用いて計測した(第ヰ菌〉。登山道から約50m離れた棟地Aだけは面積が減少す
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第 3図.各裸地の位置と 1948年

(※は 1967年)の面積

第 4図.裸地面積とロープウェイ

輸送人員の変化

る傾向を示している。これに対して，その他の裸地の面積は一様に増加傾向にあり，特に田茂落岳

にロープウェイが開設された 1968年をさかいとして急激に拡大する。なかでも，赤倉岳・井戸岳

・大岳を結ぶコース上の裸地 (B・C・D ・E • F)は，登山道があってもとのコースからはずれ

た，小岳・高田大岳の裸地 (G• H) と比べて，面積の拡大率では 2倍以上，実面積では 2--9 0 

倍となっている(第4図)。

これらのことから，裸地の拡大が登山客数の増加と強い関係をもっていること，登山客が赤倉岳

・井戸岳・大岳を結ぶコースに集中していることが推測される。そこで，実際に現地で登山客の動

態を観察してみた。

(2) 登山客の動態

1937年 9月と 10月の 3日を選び，登山客の数をかぞえた(第5図)。その結果，天気の良い

休日には，赤倉岳・井戸岳には 1日に約650人，大岳には約550人の登山客があった。一方，小

岳・高田大岳への登山客数は比較的少なく，赤倉岳・井戸岳・大岳を結ぶ登山コースの踏圧が高い

乙とを裏付けている。

さきの，赤倉岳・井戸岳および大岳の登山客数は，当日のロープウェイ上りの乗客数のそれぞれ

19.3 %と 18.3%にあたる(第5図のじ/AとE/A)。この割合と，無積雪期 (6--11月)の

ロープウェイの上りの乗客数(主輸送人員数x0.5)の平均値とから推定すると，当該期間中の登
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山客数は，赤倉岳・井戸岳では約!万 6千人，大岳では約 1万 5千人となる。加えて，本地域の表

層は崩壊しやすい火山砕屑物で覆われており(松山，未発表)，多くの踏み付けが表層物質の崩壊

を招き，裸地化に拍車をかけている可能性は充分考えられるのである。

(3) 切り聞きによる景観破壊

人的要素の中でも景観変化の最も直接的要素となり得る，人工物構築の自然景観への影響につい

ても，八甲田ロープウェイ山頂駅舎付近における気象観測を例に若干の分析を試みた。その結果，

切り聞かれた部分は，風速はアオモリトドマツ林内の 3倍以上にも達しており強度の寒風害が生じ，

林縁からアオモリトドマツの枯死が発生している。乙のように景観の直接的人工改変は，自然景観

の大規模な破壊をもたらす可能性がある。

仙人岱ヒュッテ

ß~ J(ιτ~) 
¥日己主J/ ¥ ) ノ

(単位:労)
A:ロープウェイ上り利用客総数
B:ロープウェイ山頂駅方面からの赤倉・
井戸岳への登山客数
c:赤倉・井戸岳全登山客数
D:ロープウェイ山頂駅方面から大岳への
登山客数
E:大岳全登山客数

←1.8 小岳

1.5一歩

第 5図.八甲田ロープウェイ上り利用客総数を 100とした

各コースの通過客数と各山頂の登山客数

(1987年 9月15日、10月4日、10月10日の平均 )
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VI まとめ

北八甲田 1，000m以高における景観とその講成要素簡の対応、関保について分析を行なっ

た。その結果は以下のようにまとめられる。

(1) 岳然的要素においては，従来の傾向と全捧として調和的であるが，今回はさら

時期も重要な景観要素となり得ることが明らかになった。

(2) 大岳 e赤倉岳・井戸詩的課地に代表される急激な景観変化は登山客数とそれによる踏み付けの

、う人的要素に起因している。

(3) 北入甲 を覆っている崩壊しやすい火山砕牒物が前述の人 と桔いまって観註;{B

拡大の一翼を{まっている。

(4) 人工物構築による切り開きなどの在接的人的要素は景観の大規模改変をもたらす恐れがある。

本研究をすす診るにあたり，多大なる御教示を賜った牧田筆先生・水野裕先生・後藤雑

二先生に深く感謝いたします。また現地調査の際，協力していただいた地理学研究室の皆おんと資

料を提供して下さった八申毘ロープウェイ株式会社の方々に厚く御礼申し上げます。
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